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概要　昭和53年 1月か ら 昭和59年12月 ま で の 7年 間 に ，神奈川 県 で発生 し た絨毛性疾患 2，135例 （全胞状

奇胎1，108例 ， 部分胞状寄胎 795例，侵 入 奇胎 50例 ，絨毛癌45例 お よ び存続絨毛症137例）の 出生数対比を

算出 し ， 絨毛性疾患登録を実施 し て い る 16地域 （以下全国 とす） と比較検討し ， 次の 結果をえた ．

　1．本県 に お け る絨毛 性疾患の 出 生数対 比 は 調 査期間中 ほ ぼ一
定 で

， 全 国 と く らべ 有意差は な か っ た．
1，000出生数対比 は ，全絨毛 性 疾患3．22，全胞 状奇胎 1．67，部分胞状奇胎 1．20

， 侵入 奇胎O．07，絨毛癌0．06，
存続絨毛症   ．20で あつ た，

　2．本県 で は全国 に くらべ ，全胞状奇胎が少な く，部 分胞状奇胎 が 多 い 傾向が み ら れ た が，全国 も年 を

追つ て本県 の 比率に 接近 して きた．ま た ，侵入奇胎 と絨毛癌は 少 な く，存続絨毛症が多 い 傾向が み られ

た ，

　3．侵入 奇胎十絨毛癌＋存続絨毛症 の 出生数対比 は ，西 日本 に 高 く，東 お よ び北日本 に 低 い 傾向 が み ら

れ ， 本県 は 中間 に位置 した ，

　4．絨毛性疾患の 5歳階層別の 出生数対比発生率は 30〜34歳 で もつ とも低 く， 若年お よ び高年で 上 昇 が

み られ た ．

　5．胞状奇胎 の 出 生数対 比 発 生 率の パ タ
ーソ は 全胞状奇胎 ， 部分胞状奇胎 と も絨毛性疾患 と 同様 な傾 向

が み られ た ，侵入奇胎 も絨毛癌 も年齢階層が高 くな る に つ れ て 急激 な上昇 を示 し た．

　6。本県 に お け る 出産時年齢 と全胞状奇胎 の 年齢分布を比較す る と，両者 と も25〜29歳 に ピ ー
ク を 示す

もの の，全胞 状奇胎 で は 40歳 以上 に と くに高 い 分布が み られ た．部 分胞状奇 胎 で も同様 な 傾向がみ られ

た が
， 全胞状奇胎に お け る ほ ど著明 で は な か つ た．侵入奇胎 と絨毛癌 で は ともに 30〜34歳，45〜49歳に

ピ
ー

ク を もっ 二 峰性 の 分布 がみ られ ， 存続絨毛症で は 35〜39歳 ま で は 全胞状奇胎 と類似 し，40歳以 後に

お い て は 絨毛癌 と胞状奇胎 の 中間の 分布を示 し た．

Synopsis　Two 　thousand 　one 　hundred　and 　thirty・five　cases 　of 　trophob工astic 　disease　 were 　 registered 　in
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Kanagawa 　Prefecture　in　7　years （from　1978　to　l984）．　 The 　incidence　of 　trophoblastic　diseases，　hydatidiform

Inole ，　partial 　mole ，　invasive　mole ，　choriocarcinoma 　and 　persistent　trophoblastic　disease （PTD ）was 　3．22，

1．67，120 ，0，07，0．06and 　O．2 ，　respectively ，　per　1、000　iive　births．　 The　incidence　was 　constant 　for　7　years，

and 　did　 not 　differ　signi丘can 目y　from 　that　of 　16　prefectures　in　Japan．　 In　Kanagawa ，　the　incidence　of

hydat三diform　mole 　was 　less　and 　that　of　partial　mole 　was 　more 　than　those　in　the ユ6　prefectures．　 The

lncidence　of 　invasive　rnole 　and 　choriocarcinoma 　was 　lower　and 　that 　of 　PTD 　was 　higher　than　those　in　the

16prefectures．　 Total　incidence　of 　invasive　mole ，　choriocarcinoma 　and 　PTD 　was 　higher　in　the 　western 　part

of 　Japan，　and 　lower　in　the　eastem 　and 　northem 　parts ．　Kanagawa 　Prefecture　is　between　these　two 　regions ．

The　distributi。n 　by　age 　of 　hydatidiform　mole 　was 　high　in　25〜29　y，o，　and 　over 　40　y．o．　 The 　distribution

by　 age 　 of 　partial　 mole 　tended　 to　be　similar 　to　that　 of 　hydatidiform　 mole ，　but　less　remarkable ．　 The

distribution　by　age 　of 　invasive　mole 　and 　chDriocarcinoma 　had　2　peaks　of　30− 34　y．o．　and 　45〜49　y．o．　 The

distribut童on 　by　age 　of　PTD 　was 　between 　that　of 　hydatidiform　mole 　and 　choriocarcinoma ．

Key 　wQrds ：　Regional　registration ・Trophoblastic　disease・Epidemiology

　　　　　　　　　緒　　言

　絨毛性疾患の 地 域登録事業 は 全国的 に広 ま りつ

つ あ り， 昭和 61年度宋 の 時点で 20地 域 （1道18県

1地 区）に お い て 実施 され て い る．神奈川県産科

婦人科医会 で は 昭和 46年 よ り絨毛性疾患の 登録事

業を行 つ て い る が
， 今回 ，昭和53年 か ら59年 ま で

の 7年間の 2，135症例 に つ い て 集計を行 い ，第72回

日産婦関東連合地 方部会 （昭和 61年 11月 9 日，横

浜市） に お い て報告 した ，その 臨床成績お よ び存

続絨毛症の 細分類 （神奈川 方式）の 総括 は ほ か
1｝

に

ゆず り， 本稿 で は
， 出生数 と の 対比 に お い て 絨毛

性疾患 の 発生状況を検討 し ， 全国に お け る神奈川

県の位置づ けを試み ， また年齢階層 か らも検討 を

加 えた の で 報告す る ．

　　　　　　研究対象な らび に 方法

　 1．対象 ：昭和53年 1 月か ら昭和 59年 12月ま で

の 間 に 神奈川県内で 発生 し，絨毛性疾患の 定義，

分類 ， 診断基準に 適合 し，本医会に 登録 された絨

毛性疾患患者 の 2，135症例 の 登 録資料 を調 査対 象

と し た．また ，

一部 の 存続絨毛症に お い て は 症例

の 管理施設 に 照合 を行い ，診断 ス コ ア算出 の た め

の 資料を 作製 ， 追加 した．

　 2．登録資料 の 作製方法 ：神奈川 県産科婦人 科

医会会員 の 所属す る県内医療機関か ら の 絨毛性疾

患発生報告書を第
一

次資料 とし た ．こ の 報告書 は

人工 妊娠中絶実施報告書 と と も に ，た とえ ， そ の

発生が な くて も全医療機 関か ら毎月 ， 提 出する シ

ス テ ム と した．発生報告を受 ける と事務局か ら該

当の 登録用紙を送付 し，その 返送書類 を基礎資料

と し て 報 告月内順 に番号を付 し て フ ァ イ ル した．

担当委員は その 症例 が県内在住者で あ る こ と， 分

類基準 へ の 適合 性 ， 重複届 出の 有無 な ど を 点検 し
，

必要 に 応 じ細 目の 間合せ を行 い ，適正 な もの を登

録資料 とした．個 々 に経時記録 台帳を付し ， 報告 ，

問合せ
， 登 録な ら び に 転帰資料 の 発送 ， 受理 な ど

症例 に 関する事務処理 年月 日を記録 した ．胞 状奇

胎か ら侵入奇胎また は存続絨毛症 へ
， あ る い は存

続絨毛症か ら絨毛癌な どへ の 変更報告を 受け た 場

合 に は 担当に よ る調査 ， 検討を経て 登録資料 を修

正 し，採用 した ．

　 3．出生 数 の 把握 ：神奈川県 が発 行 し た 統 計資

料 （昭和 57年 ま で は 衛生統計書，昭和 58年以後は

衛生統計年報）に よつ た．

　　　　　　　　　成　　績

　 1．出生数お よ び絨毛性疾患発生 数の 年次推移

　神奈川 県に お け る出生数は 当初 の 昭和 53年に は

100，000を超 えて い た が 昭和59年 に は 90，000を割

り，減少傾向に あ る．7 年間の 総出生数は 661
，
100

で 年平均 94，443で あつ た （表 1）．

　絨毛性 疾患の 年次別総症例数 は やや減少 の 傾向

が み られ るが
， 絨毛性疾患 1 例 当た りの 出生数で

比較す る と全期間を通 じ て 310出生 に つ き 1 例 で

相対発生数は調査期間中ほ ぼ一定 と み なせ る （図

1 ）．

　 2．区分別発生数

　絨毛性疾患 の 区分 は ，胞状奇胎 1，903例 （全絨毛

性疾患 に 対 し 89．13％，出生 1，000t！t対 し2．879），

侵入奇胎 50例 （全絨毛性疾患に 対 し2．34％ ， 出生

1，000に 対 し 0．076），絨毛癌45例 （全絨毛性疾患に

対 し2．11％ ， 出生 1，eOOに 対 し 0．068），存続絨毛症
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表 1　 神奈川 県 に お け る 出生数 と絨毛性 疾患各区 分 の 年次別 症例 数

年　 　次 出 生 数
全 絨 毛 性

疾　　患
胞 状奇胎 侵入 奇胎 絨 毛 癌 存続 絨毛 症

昭和53年 104，523 329 294 6 6 23

54 100，IO3 294 248 11 11 24

55 94，356 3唾1 315 3 4 19

56 92，22玉 295 266 5 6 18

57 90，818 317 281 15 5 16

58 90、575 282 250 6 7 19

59 88，504 277 249 4 6 18

計 661，1 02 ，135 ユ，903 50 45 137

平 均 94，443 305 272 7，1 6．4 19．6
出生 1，000対 3，22 2．87 0．07 0．06 0、20

粧

響
患

N36034032D300280260240

甑
　 　 ×

械毛性疾 患

1例当 tC り 出生数

　 x24026028030032D3403so

E貧53　　　　　　54　　　　　　55　　　　　　5S　　　　　　57　　　　　　58　　　　　　59年

図 1　 年次別 絨毛性疾患発 生数 と そ の 1例 当 た り出生

　数 の 推移

137例 （全絨毛性疾患 に 対 し6．42％，出生1，000に

対 し0．207）で あつ た．胞状奇胎の うち全胞状奇胎

は 1，108例 （全 絨毛 性 疾患 に 対 し51．90％ ， 出生

1，000e＝ 対 し1．676，胞状奇胎に 対 し58．22％）で 部

分奇胎 は 795例 （全 絨毛性 疾患に 対 し37．23％，出

生 1，000に対 し 1．202，胞状奇胎に 対 し41．78％）で

あつ た ．

　3．年齢階層別発生数

　絨 毛 性 疾 患 の 5 歳 階 層 別発 生 数 をみ る と
，

25〜29歳が もつ と も多 く， 30〜34歳，20〜24歳，

35〜39歳が こ れ に次 ぐの は 出生時母体に お け る の

と同様 で ある が
， 19歳以下 よ りも40〜44歳，45〜49

歳 の 方が 多 い 点が それ と異 な る．

　30〜34歳 が もつ と も低 く， 若年 お よび高年にお

い て 上 昇が み られた （表 2）．

　各 区分 で の 1，000対比 発生数 を年齢 階層で プ

P
ッ ト し て み る と，全胞状奇胎 は若年に や や 高 く，

30〜34歳ま で 下 降後 ， 幾何級数的 に 上 昇 す る パ

タ
ーソ を示 し，部分胞 状奇胎は 全年 齢階層 に お い

て 全胞状奇胎 よ り低い が 35〜39歳 に お い て 両者は

表2　 年齢階層別発生数

全胞 状奇胎 部分胞状奇胎 侵入奇胎 絨毛癌 存 続絨毛症 計 出生数
出生対比 　

綿
相対 発生頻 度

19以 下 32 13 0 o 5（0）寧 506 ，385 3．0
20− 24 182 113 o 3 20（3） 31898 β60 L25

25〜29419 347 7 7 57（7） 837323 β15 LO  

30〜34246 183 9 17 26（6） 481192 ．652 0，96

35〜39 80 72 8 2 8（2） 17036 ，430 1．80

40− 44 47 35 4 6 11（4） lO33 ，851 10．3
45〜49 5D 13 15 7 10（5） 95 101 360

50以 上 27 3 7 3 o 40 115 ，000
不 　 明 25 16 0   0 41 5

計 1，108 795 50 45137 （27） 2，135661 ，100

＊
カ ッ コ 内は 臨床 的絨 毛癌

”25〜29fiで の 出生 に 対す る発生 を1． 0と した
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図 2　年齢 階級 別 絨 毛 性 疾 患 発 生数 （出生 1，000対比 ）
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pa　4　 絨 毛 性 疾 患症例 の 年齢分布 （2 ）侵入 奇胎，絨

　毛癌お よ び存続絨毛症

　 　 　 Pt19　　2囗へ　　　25〜　　　3V一　　　ヨ5〜　　　40
−▼　　　45〜　　　50

〜
　　歳

図 3　 絨 毛 性 疾 患 症 例 の 年齢分布 （1 ）全 胞 状 奇胎 お

　 よ び 部分胞状奇胎

もつ と も接近 し， それ よ り若年 お よ び高年に お い

て 次 第に 乖離す る パ タ
ー

ン を示 した ．侵入奇胎で

は 24歳以下の 発生がみ られ な か つ た が，年齢階層

が増すに つ れ て急激な上昇を示 し た ．絨毛癌で は

全体的 に は 侵入奇 胎 と ほ ぼ同様で あるが 30〜34歳

に 小 さな ピ ーク を，25〜29歳 ， 35〜39歳 に 小 さな

谷 の あ る稲妻型 の パ タ
ー

ン を呈 し た ．存続絨毛症

は全胞状奇胎 の 分布を下方へ 平行移動 さ せ た よ う

な パ タ ーン で あ るが，絨毛癌や 侵入奇胎 に お ける

と同様 の
， や や 円滑を 欠 く傾 向 も示 し た （図 2 ）．

　 4．年齢分布

　生産群 の 年齢階層構 成は 25〜29歳がほ ぼ 50％を

占め 大 きな ピ ー
ク を形 成す るが，全胞状奇胎 の 年

齢分布 も25〜29歳 に ピ ーク を示す もの の そ の 値は

低 く，若年お よび高年 こ と に 40歳以上 に お い て 生

産群 よ り高 い 分布がみ られた ．部分胞 状奇胎 に お

い て も同様の 傾向がみ られた が
， 全胞 状奇胎 に お

け る ほ ど著明 で は な く，35〜39歳，40〜44歳 の 2

階層を除 けぽ生産群 と全胞状奇胎 との 中間的分布

を示 した （図 3）．

　侵入奇胎お よ び絨毛癌で は
，

と もに 30〜34歳お

よび45−−49歳 に ピー
ク を持 つ 二 峰性の 分布が み ら

れた ．絨毛 癌 で は 30〜34歳 に ， 侵入 奇 胎で は ，

45〜49歳 に 鋭い ピ ー
ク が あ り， 両者 は 40歳過 ぎを

境 に 鏡面様 の 分布を示 した ．存続絨毛症は 35〜39

歳 ま で は 全胞状奇胎に 類似し，40歳以 後に お い て

は絨毛癌 と胞状奇胎 との 中間型分布を示 した （図

4 ）．

　　　　　　　　　考　　案

　 日産婦絨毛性疾患登録委員会 の 国内16地域 （1

道14県 1 地区 ， 以下全国）の 集計報告
2）を も と に 著

者 らが試算 した と こ ろ に よる と， 絨毛性疾患 1 例

当た りの 出 生数は 317で 神奈 川 県 に お け る もの と

大差な い ．
一方 ， 日産婦関東連合所属の 地方部会

の うち 絨毛 性疾 患登録事業を 実施 し て い る 5 県

（群馬，千葉 ， 栃木 ， 静岡お よ び神奈川）で の試算

で は 絨毛性疾患 1 例 当た り305出生 で や は り有意

差 は な か つ た ．出Ul1，000対比 の 発生 数で み る と本

県は 全胞状 奇胎が少な く （1．675），部分胞 状奇胎

が 多 い （1202）が
， 静岡県の よ うに 本県 よ りも部
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分胞 状奇胎の 多 い 地 域 もあ りe ，ま た 全 国的 な年

次推移を み る と ， 全胞 状奇胎 と部分胞状奇胎 の 出

生対 比発生数は 年 々 差 が小 さ くな りつ つ あ り， 本

県は 必 ず し も異常で は な い と考 え られ た （図 5 ）．

　全 国各地域で の 絨毛性疾患発生を 出生 と の対比

で 算 出し，各区分 に つ い て平均値 （M ）と標準偏

差 （SD ）を求め M ± SD 範 囲内 の もの
， そ の 範囲

を超 え る もの お よび下 回 る もの に 分類 し表示 し て

○
一一一rf 宅申奈川

　 　 　 　 昭和 53 　 54 　 55 　 56 　 57 　 58 　 59 年

ee　5　 全 奇胎 お よ び 部分奇胎 の 出生 1，000対 比 発生数

　の 年次 推 移

表 3　 絨毛 性疾患各区分出生 対比発生数の 地域別 比較

＝M ±SD の 範 囲内の もの

↑上 記範 囲を超 え る もの 　 ↓ 上記範 囲 を 下 回 る も の

　　　　　　 区 分
地域

胞 状奇胎 侵入 奇胎 絨　毛　癌 存続 械毛 症

北 海 道 ↓ ↓ （＝）
＊ ＝ 一

福 島 県
＝

↓ ； ↓

新 潟 県 ＝ 一 ＝ ↓

富 山 県 ↑ ↑
榊

↓ ↓ ↑

群 馬 県 ↑ ＝ ＝ 二

千 葉 県 石 ↓ ↓ ＝

神奈川 県 ＝ ↓ ↓ ↑

栃 木 県 ↑ ＝ ＝ ↓

静 岡 県 ＝ 一 ＝ 一

愛 知 県 ； ＝ ↓（羂）
零 ≡

和歌 山県 ↓ ＝ ↑ ＝

兵 庫 県 ＝ ↑ 三 ↑

鳥 取 県 ↑ ↑ ↑ ↑
林 ＝

島 根 県 ≡ ↑ ↑ ＝

福岡地区
＝

↑ ＝ ｝

熊 本 県 ↓ ＝ 罵 ＝

出生 1，000対比 発生
の平 均値 土 標準偏 差

　 　〔＝の 範 囲）

2．525−
　 　3．705O

．100−
　 　0．202O

．060〜
　 　 O．142O

．057−
　 　 G，207

み る と ， 出生 1，000対比 ， 小数点
．
下 3桁ま で の 計算

で は ，絨毛性 疾患 の 4 区分 に つ い て 同一
の 分類組

合せ を 示 し た 地域は な か つ た．しか し ， 小数点下

2 桁 ま で の 計算で は ，北海道 と熊本県 ， 静岡県 と

愛知県 とが 同一
の 組舎せ とな つ た （表 3 ）．

　神奈川県 に お い て は 侵入 奇胎 と絨毛癌 が 少 な

く，存続絨毛症の 多 い 傾向がみ られ ， い ずれ も全

国的に み て もつ と も著明な部類 に 属する ．そ れを

説明す る た め の 仮説 と して 治療法の 選択 に よ つ て

区分間 に 移行 の生 じた 可 能性 を考え て み た．まず ，

症例 の 背景 と し て 既 往妊娠 回 数別 の 構成 比率を み

る と，侵入奇胎 と絨毛癌 とは と もに 経妊数 3回 に

も つ とも大 きなピ ーク を示 した の に 対 し，存続絨

毛症 で は 経妊 数 1回 が もつ と も多 く前者 と は 約 2

回 の 差が み られた （図 6）．また ，経産回 数 に つ い

％

40

20

％

40

20

　 IL・．

ト ー● 全胞状奇 胎

x −一一一x 部分胞状 奇胎
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0 　 　 1　 　 2 　 　 3 　 　 4　 　 5 　 　 5 　 　 7 　 　 8 ・’回
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　 　　 図 6　 経 妊 回 数別 分 布

●K 丶
＼ ＿’・・丶＼

　 　
、・＼

　 　 　
丶

虻

一 全月包状奇月貪

x −一一× 部分 胞状 奇胎

△ 一一一△ 侵入 奇胎

← 一一つ 絨毛 癌

●一一一● 存続 絨毛症

　 　 　 　 　 A 一一一”
N

　 　 　 　 　 ，！　　　　　　　　　　　 L

　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　し
　 　 　 　 ，　丶　　　　　　　　　丶

　　　 ・’　 R
丶

丶　　　　 丶
　 　 ’　　 　　　　 　　ヨ　　 　　　　 　　　　 　　　　 N

　／
’
　　 ＼

’

・　　　
、
、

〆 　 　　 　＼　　 　 ＼
　 　 　 　 　 　

’
＼ ．丶

丶 　　　　丶

　 　 　 　 　 　 　
丶．丶　　　　　丶

　　　　　　　　
丶
｛こ 丶 ＿・ A

車
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”M ±2SD の 範 囲 を 超 え る
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て み て も絨毛癌 で は 2 回 ， 侵入奇胎で は 2 〜 3 回

に ピ ーク を示 し た の に 対 し
， 存続 絨毛 症 で は 0

〜 1 回が大多数を占め た （図 7 ）．つ ま り本県 に お

け る存続絨毛症症例 に は妊孕性保存 の 背景を持 つ

もの が多 く，化学療法 が優先 され た と考 え られ る．

　全 国各地域 に お ける絨毛性疾患各区分の 出生対

比発生数 の 地域差を変動係数で 比 較して み る と ，

胞状奇胎で は 18．9％で あつ た の に 対 し ， 侵入奇胎

33．4％， 絨毛癌40．5％ ， 存続絨毛症56．5％ と後三

老 に お い て 著 し い 変動が み られ た． と こ ろが
， 四

老 の 合計 で あ る 全絨 毛 性 疾 患 で の 地域 変 動 は

17．0％で 胞状奇胎 よ りむ し ろ小 さ い ．そ こ で 絨毛

性疾患各区分の 合算に よ り変動係数 が ど の よ うに

な る か ，す べ て の 組合せ に つ い て 算出 し て み た と

こ ろ，侵入 奇胎 と絨毛癌 との 合算を除 くす べ て に

お い て ，合算に よ る変動係数の 減少がみ られ た （表

4 ）．その 傾向 は 侵入奇胎 と存続絨毛症， 絨毛癌 と

存続絨毛症 お よ び侵入奇胎 ， 絨毛癌 存続絨毛症

表 4　絨毛性 疾患各 区分 とそ の 合 算 例 に お け る 地 域 別 変動係数

1道14県 1地 区 各地域で の 出生1，000対比発生数 の 比較

例 数 範　囲
平均値 標 準偏差 変動係数

合 算 に よ る変
例 　数 　　 　 x1 ，00D

出生 数 （最小〜最 大） 動係 数の 減少

胞状奇胎 　 　H16 ，078 2，7891 ．952− 4，7023 ．1工5O ．590   ．189 一

侵入奇胎 　 　 1 751 0，130O ，081〜0 ．2390 ．1510 ．  510 ．334 一

絨 毛 癌 　 　c 471 0，0820 ．000〜O，1850 ，1010 ．0410 ．405 一一

存 続 絨 毛 症　 P 900 0，1560 ，0GG〜G．249O ．132   ．0750 ．565 一

H 十 1 16，829 2．9202 ，051− 4．7803 ．266   ，584o ，179 ○

H 十 C 16，5弓9 2．8712 ．0弖9〜4．7023 ．2160 ．595O ．185 ○

H 十 P 16，978 2，9462 ．032〜5．0／53 ，2470 、5820 ．179 ○

1 卜C 1，222 O．212O ，078− 0，41002520 ，0930 ．367 X

1 十 P 1，65102860 ．143〜0．436O ．2830 ．0540 ．192 ◎

C ＋ P 1，371O ．2380 ．121〜0．3130 、2340 ．0490 ．211 ◎

H ＋ 1十 C 17，3003 ． 012 、118〜4．7803 ．3670 ．61  0．181 ○

H 亠 1 十 P 17，729 3．0762 、132 − 5 ，0943 ，3980 ，5880 ．173 ○

H ＋ C ＋ P 17，449 3．0272 ．099− 5．Oユ53 ，348O ，5850 ．175 ○

1 十 C 十 P 2，122 0，3700 ．2ξ6− 0．5260 ．385O ．0630 ，163 ◎

H 十 1 十 C ＋ P18 ，2 0 3．1582 ．198〜5．0943 ，4990 ．5950 ．170 ○

◎ 4 区分合 計で の 減 少 を 超 え る減 少　04 区分合計 で の 減少 に と ど ま る減 少　× 減少 の み られ な い もの

・

。

根

靴

岡

馬

。

釧

本

岡

。

。

。

。

島

鎚

兵

烏

勗

和

福

群

富

神

熊

静

新

愛

栃

千

福

北

20 4a 60

図 8　 侵入 奇胎，絨毛 癌，お よ び 区 分 不 明 合 計 症例 の

　地 域別発生 数 （出 生 100，000対 比 ）
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図 9　絨毛性疾患区分間比率の 年齢階層別比較
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の 三 者 の 合計 に お い て 著明で あつ た．区分の 合算

に よ る変動係数の 減少は
， 希発例の 統計処理 に は

む しろ必 発と い えるが
， 胞状奇胎 と絨毛癌 と の 合

算で は み られ ない ．著明な減少 は 合算区分間 に移

行があ り，しか も地域 に よ つ て その 程度に 差が あ

つ た こ とを疫学的に示す もの とみ なす こ とが で ぎ

る．神奈川県 に お い て は
， 存続絨毛症の 細分類 （区

分不 明群の 神奈川方式）
5）を行い

， 多彩 な病態像 を

解 明 して お り，その うち 19．7％ （27／137）が 臨床

的絨毛癌 で あつ た，か りに 絨毛癌に 臨床的絨毛癌

を 加え，1，000出生対比で 比較す る と0．109とな り

全国お よ びその 平均値を上 回 る こ と に な る．ち な

み に
， 侵入 奇胎 ， 絨毛 癌お よ び存続絨毛症 の 三 者

合 計の 出生 対比発生数 をみ る と，概 し て 西 日本 に

高く， 東 ， 北 日本に 低 い傾 向が み られ，神奈川県

は ほ ぼ 中間に 位置した （図 8 ）．全胞状奇胎 と部分

胞状奇胎 の 比率 は全体 で L39 で あつ た が
，

こ れ を

年齢 階層別 に み る と35〜39歳を最低 と し て 25〜44

歳 に低比率年域を形成 し ， それ よ り若年域で 軽度

の
， 高年域で 著明 な 上 昇を示 し た ．ま た

， 胞状奇

胎 を除 く3 区分の 胞状奇胎 に 対す る比率 を各年齢

階層で 比較す る と， 20〜24歳を最低 と し年齢 と と

もに増加が み られた （図 9 ）．50歳以上 に お け るそ

の 比 率の 低下 は 存続絨毛症症例 が 0 とな り，他 の

3区分へ の 移行が起 こ り， 45〜49歳 よ りも相対的

に 分母が 増多 し た た め と思わ れ る．Brinton　et

aL7 ）は 米国 に お け る絨毛癌 203例 を分 析 し て い る

が ， 年齢階層別分布は 25〜29歳 に ピ ー
ク を持 つ

一

峰性で あ り，本県で の 二 峰性 分布 と異な つ て い る．

本県に お い て は 侵入奇胎，存続絨毛症に お い て も

二 峰性を示 し ， 臨床的絨毛癌に お い て もわずか に

そ の 傾向が み られる ．そ の 解析 お よ び評価 は 今後

の 課題 とした い ．

　胞状奇胎 の 妊娠対比発生 は 25〜29歳 に お い て も

つ と も少な い と され る
3）6）が，本県で は 出生対比で

30〜34歳に お い て 相対発 生 が もつ と も少 なか っ

た ． し か し，絨毛性疾患 の 発生頻度を出生数で 対

比す る こ と に は方法論 上 の 問題があ り，こ とに 高

年齢層に お い て そ の 誤差が拡大 され て い る可能性

を否定で きな い ．今後 は 総妊娠数 の 把握 に努力す

べ きと考え る．なお，今回 の 集計に お け る月別発

生数，胞状奇胎診断週 数の 年次変化 とそ の 臨床像，

侵入奇胎お よび絨毛癌の 治療方法 ， 存続絨毛症 の

細分類 お よ びそ の 総括 ， 予後調査成績 ， 1年以 内

死 亡例 （11例）等に つ い て は も う
一
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